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CE 法の発散問題を解決するため，座標を同次化した同次幾何的 Newton 法（ SH
法）を提案する． SH 法は同次ベクトル空間において定義される同次曲線を対象


















上させるために同次パラメータ同次幾何的 Newton 法（ DH 法）を提案する．  



















第６章 有理曲面に対象とする幾何的Newton 法の頑健性  
 曲面／曲面相互の交線を交線追跡法により求める際の，交線上の 1 点を幾何的
Newton 法によ り 決定する 場合の 頑 健化につ いて論 じ る．曲線 ／直線 の 幾何的













同次座標を用いて有理曲面を同次曲面として扱うのが，曲面に対する S H 法で
ある．同次曲面は非有理式であるから，同次曲面を対象とする SH 法の等価関数
には漸近線が存在せず， SH 法では演算を破綻なく行うことができる．  
 
第７章 結  論 




1 .  発散問題への対応として，座標を同次化することにより演算の頑健性を向上
させた．また，考察において頑健性と等価関数の漸近線との関係を明確にし
た． 
2 .  局所一意性問題への対応として，パラメータを同次化し，かつ，同次座標成
分の二乗和を最小に制御することにより，局所一意性を格段に向上させた．  
3 .  振動問題への対応として，パラメータの複素数化を行い，複素解に収束させ
ることにより振動現象を回避した．複素数化と同次化を併用することにより
頑健性と局所一意性を両立した DHC 法を提案した．  
 
有理曲面を対象とする幾何的 Newton 法における研究成果は以下の通りである． 
4 .  曲面の干渉処理においても，座標の同次化によって演算の頑健性を向上させ
る方法を提案した．また，有理曲面を対象とした幾何的 Ne wton 法の頑健性と
等価関数の漸近線との関係を明確にした．  
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